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【はじめに】電圧 3 Vrms程での駆動が実現された

液晶レンズは，小型撮像デバイスへの応用･搭載

が期待されている.1) 一方，レンズ径が数百ミク

ロン以下の液晶マイクロレンズについても液晶

レンズと同様の高抵抗層と第３電極を用いた構

造により，レンズ特性劣化の抑制と焦点可変範囲

の拡大の実現が報告された.2) またスリットパタ

ーン電極を持つ”液晶シリンドリカルレンズ” は
近年では 2D/3D 切替え素子としての応用が報告

されているが，我々も従来の電極パターンに高抵

抗層を配置した構造を報告している.3) 
 本報告では，セルパラメータに依存せずに広い

可変範囲で最適なレンズ特性を得ることを目的

に高抵抗層と第３電極を用いた“液晶シリンドリ

カルレンズアレイ”を試作した．またその光学特

性の評価結果も報告する．  
【実験と結果】ΙΤΟパターン電極基板と平板ΙΤΟ
基板を用いて液晶厚 20 µm のセルを作製した．

Fig. 1 に示す様に ITO パターン電極には幅 10 µm
ピッチ 100 µm のスリットパターン電極と 70 µm
幅のパターン電極（第３電極）がアレイ状に形成

されている．パターン電極と液晶層の間には絶縁

層（SiO2）と高抵抗層（ZnO-Cu2O）が積層成膜

されている． 
 光源には He-Ne レーザを用いて，液晶シリン

ドリカルレンズアレイの干渉縞パターンの観察

を行った． Fig. 2 に観察から得られた位相差分布

を示す．ここではスリットパターン電極の電圧

V1 は 5 Vrms 一定（500 Hz 矩形波）とした．第３

電極の電圧 V2 の変化により位相差分布が変わり

焦点可変していることがわかる．また本実験では

V1= 5 Vrms, V2= 1 Vrmsでレンズパワー：4260 m-1，

RMS 誤差：0.095 λが得られた． 
 駆動周波数による位相差分布の変化も確認さ

れ，液晶レンズ同様にセル構造を変えることなく

様々なサイズの電極スリットに対応できると考

えられる．  
【まとめ】第３電極と高抵抗膜を持つ液晶シリン

ドリカルレンズの焦点可変効果を確認した．レン

ズのピッチの変化に対して液晶セルの基本構造

を変えることなく最適なレンズ特性が得られる

本提案の特長を活用した焦点可変レンズとして

の応用が期待される． 
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Fig. 2 Phase retardation of the LC cylindrical-
lens.

0

2

4

6

8

10

‐60 ‐40 ‐20 0 20 40 60

Ph
as
e 
R
et
er
da
ti
on

 (2
π)

Position (µm)

V2:0.8V
V2:1V
V2:1.5V

Pitch 100µm

Ｓｌｉｔ pattern electrode for V1

3rd electrode for V2

Width 10µm

Fig. 1 Electrodes pattern of the LC 
cylindrical-lens-array with third electrode. 
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